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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，耐火物技術協会(TARJ)／財団法人日本規格協

会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審

議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

これによって JIS R 2212:1998及び JIS R 2901:1994は廃止され，JIS R 2212-1，JIS R 2212-2，JIS R 2212-3，

JIS R 2212-4，JIS R 2212-5 に置き換えられる。 

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任をもたない。 

JIS R 2212 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS R 2212-1 第 1 部：粘土質耐火物 

JIS R 2212-2 第 2 部：けい石質耐火物 

JIS R 2212-3 第 3 部：高アルミナ質耐火物 

JIS R 2212-4 第 4 部：マグネシア及びドロマイト質耐火物 

JIS R 2212-5 第 5 部：クロム・マグネシア質耐火物 

これら 5 部の日本工業規格は，分析対象となる構成成分の比が相互に大きく異なるため，分析方法は，

大きく異なるが，分析上の基本的理念は，相互に補完関係にある。また，これらの日本工業規格は，ISO/TC33

（耐火物）に提案され，国際規格原案の母体となっている。 
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耐火物製品の化学分析方法－ 

第 5 部：クロム・マグネシア質耐火物 
Methods for chemical analysis of refractory products- 

Part 5:Chrome-magnesia refractories 
 

1. 適用範囲 この規格は，クロム・マグネシア質耐火物及びクロム・マグネシア質原料の化学分析方法

について規定する。 

 

2. 引用規格 付表 1 に示す規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成

する。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

 

3. 一般事項 分析方法の一般事項については，JIS K 0050，JIS K 0115，JIS K 0116 及び JIS K 0121 の

規定による。 

 

4. 分析項目 この規格で規定する分析項目は，次による。  

a) 強熱減量（LOI） 

b) 酸化けい素(Ⅳ)（SiO2） 

c) 酸化アルミニウム（Al2O3） 

d) 酸化鉄(Ⅲ)（全鉄分）（Fe2O3） 

e) 酸化チタン(Ⅳ)（TiO2） 

f) 酸化マンガン(Ⅱ)（MnO） 

g) 酸化カルシウム（CaO） 

h) 酸化マグネシウム（MgO） 

i) 酸化ナトリウム（Na2O） 

j) 酸化カリウム（K2O） 

k) 酸化クロム(Ⅲ)（Cr2O3） 

l) 酸化ジルコニウム(Ⅳ)（ZrO2） 

m) 酸化りん(Ⅴ)（P2O5） 

n) 酸化ほう素(Ⅲ)（B2O3） 

 

5. 定量範囲 この規格の定量範囲は，表 1 による。ただし，この値は，強熱減量測定後の試料における

値とする。 

 


